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ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品
のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA機器、通信機器、計測機器、AV機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、
かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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概要 
  
 R8A66153はシリコンゲート CMOSプロセスを用いたプログラム可能な I/Oエクスパンダです。 
 8 ビットの入出力ポート 3 組、4 ビットの入力専用ポート１組及び 8 ビットの高耐圧出力専用ポート 2 組
を持ちます。本品種はM66501FPとコンパチブルです。 

 

特長 
 
 ● 入力モード時に出力パターン書き込み可能 
 ● 24Ｖ,24ｍAの高耐圧出力専用ポート 16ビット内蔵 
 ● CPU側端子は CMOS入力レベル 
 ● I/O端子は CMOSレベルシュミットトリガ入力 
 

用途 
 
 ● ＭＰＵのポート拡張、12V/24V系システムとのインタフェース 
 

機能概要 
 R8A66153 は 8 ビットの入出力ポート 3 組(ポート A,B,C)と、4 ビットの入力専用ポート 1 組(ポート G)お
よび 8 ビットの高耐圧出力専用ポート 2 組(ポート E,F)を持ち、入出力ポートはプログラムによって入力あ
るいは出力ポートとして使用できます。ポート Cは 4ビットの入出力ポート 2組に分割でき、更に、出力に
設定されている場合には任意のビットのセット、リセットが可能です。ポート E,F は Vo=24V、IOL=24mA
の高耐圧、高電流駆動能力の Nch オープンドレイン出力です。ポート G はシュミットトリガ入力の入力専
用ポートです。リセット(RESET)が"H"になると出力専用ポート E,Fは出力ディスエーブル状態に、その他の
入出力ポートは入力モードに設定され、全ポートは高インピーダンス状態になります。 
 

ピン接続図（上面図） 
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ブロック図 
 
 
 
 
 

A1 

Ｄ7

WR

ＲＤ

Vcc 
Vcc 

GND 

ブロック図 

GND 

GND 

Ｄ6

Ｄ5

Ｄ4

Ｄ3

Ｄ2

Ｄ1

Ｄ0

RESET 

A0 

A2 

ポートＡ

（8 ﾋﾞｯﾄ）

ポートＣ

(上位 4 ﾋﾞｯﾄ)

ポートＢ

（8 ﾋﾞｯﾄ）

8

4
4

読み出し/

書き込み

制御回路

データバス

バッファ

ポートＣ

(下位 4 ﾋﾞｯﾄ)

ポートＥ

（8 ﾋﾞｯﾄ）

ポートＦ

（8 ﾋﾞｯﾄ）

ポートＧ

（4 ﾋﾞｯﾄ）

4
4

8
4

8
4

8
8

4
4

PA4 

PA6 

PA7 

PA5 

PA0 

PA2 
PA3 

PA1 

PC4 

PC6 
PC7 

PC5 

PC0 

PC2 
PC3 

PC1 

PB4

PB6

PB7

PB5

PB0

PB2

PB3

PB1

PE4 

PE6 
PE7 

PE5 

PE0 

PE2 
PE3 

PE1 

PF4 

PF6

PF7

PF5 

PF0 

PF2 
PF3

PG0 

PG2 
PG3 

PG1 

CS 

PF1 



 

R8A66153FP  
  

 
RJJ03F0226-0100 Rev.1.00  2007.10.31         
Page 3 of 9 

動作説明 
   
ＲＤ（リード）入力 
 
"Ｌ"で、ポートに入力されているデータあるいはポートラッチの内容がデータバスに現れます。 
   
ＷＲ（ライト）入力 
 
"Ｌ"から"Ｈ"への立ち上がりエッジで、データバスのデータがコントロールレジスタあるいはポートラッチ
に書き込まれます。 
 
Ａ０，Ａ１，Ａ２，(ポート選択)入力 
 
 通常はアドレスバスの下位３ビットを接続し、各ポート及びコントロールレジスタの選択に使用します。

表１の基本機能を参照ください。 
 
ＲＥＳＥＴ（リセット）入力 
 
 "Ｈ"でコントロールレジスタをクリアします。このとき、入出力ポートＡ，Ｂ，Ｃは入力モード(高インピ
ーダンス状態)に、出力専用ポートＥ，Ｆはディスエーブル状態(出力“Ｈ”状態)にセットされます。 
ポートラッチの内容は"０"にクリアされます。 
   
ＣＳ（チップセレクト）入力 
 
 "Ｌ"で、ＣＰＵとのコミュニケーションが可能になります。"Ｈ"ではデータバスは高インピーダンス状態
を保ち、ＣＰＵからのコントロールは無視されます。ただし、各ポートの状態及びポートラッチの内容は変

わりません。 
 
リード／ライト コントロールロジック 
 
 ＣＰＵからのコントロール信号を受けて、各ポートの状態設定及びデータバスとポートとのデータ転送を

行います。 
 
データバスバッファ 
 
８ビットの双方向性バスバッファで、ＣＰＵからのＩＮ，ＯＵＴ命令によってデータが転送されます。 
 
ポートＡ，ポートＢ 
 
 ポートＡ、ポートＢは入力バッファ及び出力ラッチバッファを持つ８ビットの入出力ポートで、ＣＰＵか

らのコントロールコマンドにより入力あるいは出力ポートとして使用できます。出力回路はＣＭＯＳ３ステ

ートトーテムポール回路で構成され、出力シンク電流 IOL は 2.5mA,出力ソース電流ＩOH は-2.5mA で、ト
ランジスタアレイのドライブが可能です。入力はＣＭＯＳレベルのシュミットトリガ入力です。 
 ポートが出力に設定されている場合には、/ＷＲの立ち上がりでデータバスのデータがポートラッチに書
き込まれ、そのデータがポートに出力されます。ポートが出力に設定されている状態で/ＲＤ＝"Ｌ"になると
ポートに出力されているデータがデータバスに現れます。 
 ポートが入力に設定されている場合には、/ＲＤ＝"Ｌ"でポートに入力されているデータがデータバスに現
れます。ポートが入力に設定されている状態で/ＷＲ＝"Ｌ"になると、/ＷＲの立ち上がりでデータバスのデ
ータがポートラッチに書き込まれます。 
 電源投入時にはポートラッチの内容は定まりません。 
 
ポートＣ 
 
 ポートＣは、ポートＡ、ポートＢの機能に加えて、４ビットの入出力ポート２組に分割して使用すること
ができます。更に、出力ポートに設定されている場合には、ビット単位でビットのセット／リセットが可能
です。
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ポートＥ，ポートＦ 
 
 ポートＥ、ポートＦは８ビットの出力専用ポートで、出力耐圧Ｖo＝24Ｖ、出力シンク電流ＩOL＝24ｍＡ
の能力を有し、出力回路はＮｃｈトランジスタによるオープンドレイン形式です。 
 ポートが選択されている場合には、/ＷＲの立ち上がりでデータバスのデータがポートラッチに書き込ま
れ、ポートがイネーブル状態の時はラッチデータがそのままポートに出力されます。ポートがディスエーブ

ル状態のときはラッチデータに関係なくポート出力は"Ｈ"("Z")です。/ＲＤ＝"Ｌ"でポートラッチの内容がデ
ータバスに現れます。 
 
ポートＧ 
 
 ポートＧは４ビットのシュミットトリガ回路付き入力専用ポートで、/ＲＤ="Ｌ"でポートのデータがデー
タバスの下位４ビットに現れます。 
 

 

   表１ 基本機能 
 
A2 

 
A1 

 
A0 

   
CS 

  
RD

   
WR 機     能 

0 0 0 0 0 1  データバス ← ポートＡ 

0 0 1 0 0 1  データバス ← ポートＢ 

0 1 0 0 0 1  データバス ← ポートＣ 

0 1 1 0 0 1  データバス ← ポートＧ 

1 0 0 0 0 1  データバス ← ポートＥラッチデータ 

1 0 1 0 0 1  データバス ← ポートＦラッチデータ 

0 0 0 0 1   ポートＡ  ← データバス 

0 0 1 0 1   ポートＢ  ← データバス 

0 1 0 0 1   ポートＣ  ← データバス 

1 0 0 0 1   ポートＥ  ← データバス 

1 0 1 0 1   ポートＦ  ← データバス 

1 1 1 0 1   コントロールレジスタ ← データバス 

X X X 1 X X  データバスは高インピーダンス状態 
 
  “0”は“Ｌ”レベル，“１”は“Ｈ”レベルを表します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

R8A66153FP  
  

 
RJJ03F0226-0100 Rev.1.00  2007.10.31         
Page 5 of 9 

 

コントロールワード 
 

（A0，A1，A2，/WR）＝（1，1，1，  ）のとき、データバスのデータはコントロールワードとみなされ、 
各ポートの状態設定またはポートＣのビットセット/リセットを行います。（図１、図２参照） 
 

    図１ ポート状態設定コントロールワード 
 
 
 

    図２ ポートＣビットセット/リセットコントロールワード 
 
 
 
 
 
 
 
 

 モードセットのコントロールワードであるとき"１"

 ドントケア

 ポートＥイネーブル/ディスエーブルセット

 ポートＦイネーブル/ディスエーブルセット

 ポートＡ入力／出力セット

 ポートＢ入力／出力セット

 ポートＣ（上位４ビット）入力／出力セット

 ポートＣ（下位４ビット）入力／出力セット

D3 D2 D1 D0D7 D6 D5 D4

 "0"：イネーブル
 "1"：ディスエーブル

 "0"：出力
 "1"：入力

 ﾋﾞｯﾄｾｯﾄ/ﾘｾｯﾄコントロールワードであるとき"0"

 ドントケア

 ビット選択

 セット/リセット

Ｄ１
ポートＣ

選択ビット
Ｄ３ Ｄ２

D3 D2 D1 D0D7 D6 D5 D4

ＰＣ７
ＰＣ６
ＰＣ５
ＰＣ４
ＰＣ３
ＰＣ２
ＰＣ１
ＰＣ０
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1
1
1
0
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0
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1
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0
1
1
0
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1
0
1
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0

 "0"：リセット("L")
 "1"：セット("H")
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絶対最大定格  ( 指定のない場合は、Ta=-40～85℃ ) 
 

記 号 項  目 条  件 定 格 値 単位
Vcc 電源電圧          -0.3 ～ 7.0 V 
VI 入力電圧          -0.3 ～ Vcc+0.3 V 

ポート E,F 以外          -0.3 ～ Vcc+0.3 V 
VO 出力電圧 

ポート E,F          -0.3 ～ 28 V 
Pd パッケージ最大許容損失 Ta=85℃ 500 mW 
Tstg 保存温度           -60 ～ 150 ℃ 

 

 

推奨動作条件  ( 指定のない場合は、Ta=-40～85℃ ) 
 

規 格 値 
記 号 項   目 測定条件 

最 小 標 準 最 大 
単位

Vcc 電源電圧  4.5 5.0 5.5 V 
VO "Ｈ" 出力電圧 ポート E,F IOH≦250uA 0  24 V 
IOL "Ｌ" 出力電流 ポート E,F VOL≦0.6Ｖ 0  24 mA 
VI 入力電圧  0  Vcc V 
Topr 動作周囲温度  -40  85 ℃ 

 

 

電気的特性 ( 指定のない場合は、Vcc=4.5～5.5V, Ta=-40～85℃ ) 
 

規 格 値 
記号 項    目 測定条件 

最小 標準 最大 
単位 

VIH "Ｈ" 入力電圧  0.7Vcc   V 

VIL "Ｌ" 入力電圧 

ｺﾝﾄﾛｰﾙ端子、 
ﾃﾞｰﾀﾊﾞｽ  (注 1) 

   0.3Vcc V 

VT+ 正方向ｽﾚｯｼｮﾙﾄﾞ電圧 ﾎﾟｰﾄ A,B,C,G  0.35Vcc  0.78Vcc V 

VT- 負方向ｽﾚｯｼｮﾙﾄﾞ電圧 ﾎﾟｰﾄ A,B,C,G  0.2Vcc  0.55Vcc V 

VOH "Ｈ" 出力電圧 IOH=-2.5mA Vcc-2   V 

VOL "Ｌ" 出力電圧 

データバス、 
ポート A,B,C IOL=2.5mA   0.45 V 

VOL "Ｌ" 出力電圧 ポート E,F IOL=24mA   0.6 V 

IOH "Ｈ" 出力リーク電流 ポート E,F VO=24V   250 μA 

ILK 入力リーク電流 VI=0～Vcc   ±10 μA 

IOZ オフ状態出力リーク電流 VO=0～Vcc   ±10 μA 

Iccs 静的電源電流 無負荷状態   2 mA 

CI 入力端子容量   10 pF 

CI/O 入出力端子容量 

ｆ=1MHz、 
測定端子以外 0V   20 pF 

 注 1：コントロール端子とは /RD,/WR,RESET,/CS,A2,A1,A0 端子のことです。 
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タイミング必要条件 ( 指定のない場合は、Vcc=4.5～5.5V, Ta=-40～85℃ ) 
 

 

 

スイッチング特性 ( 指定のない場合は、Vcc=4.5～5.5V, Ta=-40～85℃ ) 
 

 

 

 

 

定 格 値 
記  号 項        目 測定条件 

最 小 最 大 

単

位

ｔsu(A-R)＝0ns 160  ns
tw(R) リードパルス幅 

ｔsu(A-R)≧40ns 
 

120  ns

tsu(PE-R) リード前ペリフェラルセットアップ時間  0  ns

th(R-PE) リード後ペリフェラルホールド時間  0  ns

tsu(A-R) リード前アドレスセットアップ時間  0  ns

th(R-A) リード後アドレスホールド時間  0  ns

tw(W) ライトパルス幅  120  ns

tsu(DQ-W) ライト前データセットアップ時間  40  ns

th(W-DQ) ライト後データホールド時間  0  ns

tsu(A-W) ライト前アドレスセットアップ時間  0  ns

th(W-A) ライト後アドレスホールド時間  0  ns

定 格 値 
記  号 項        目 測定条件 

最 小 最 大 

単

位

tpZH(R-DQ) ｔsu(A-R)＝0ns  120 ns

tpZL(R-DQ) 

リード・出力間 
伝搬時間 ｔsu(A-R)≧40ns 

CL=150pF  (注 2) 
 85 ns

tpHZ(R-DQ) 

tpLZ(R-DQ) 
リード・出力フローティング時間 CL=150pF  (注 2) 3 85 ns

tpHL(W-PE) ポート A,B,C CL=150pF  (注 2)  200 ns

tpLH(W-PE) 

ライト・出力間 
伝搬時間 

ポート E,F CL=150pF  (注 2)  250 ns

（注2）

S1 S2

ｔpHL(W-PE) ポートA，B，C 開 開

ｔpLH(W-PE) ポートE，F 閉 開

ｔpZH(R-DQ)

ｔpHZ(R-DQ)

ｔpZL(R-DQ)

ｔpLZ(R-DQ)

記　号

閉

閉 開

出力端子

データバス

データバス

開

ＲＬ＝２ＫΩ (データバス)
　　 ２００Ω （ポートＥ，Ｆ）

（1）パルス発生器（ＰＧ）の特性：
　　　ｔｒ＝6ｎｓ，ｔｆ＝６ｎｓ
　　　Ｚｏ＝50Ω
（2）静電容量ＣＬは、結線の浮遊容量及び
　　プローブの入力容量を含みます。

DUT（１）
P.G.

出力入力

５０Ω
ＣＬ ２ＫΩ

Ｓ２

Ｓ１

（2）

入力測定点 Ｖcc 出力測定点
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タイミング図

リード動作タイミング

ライト動作タイミング

ｔsu (A-R)

ｔw (R)

ｔh (R-A)

RD

ｔsu (PE-R) ｔh (R-PE)

ｔpZL (R-DQ)
ｔpZH (R-DQ)

ｔpLZ (R-DQ) , ｔpHZ (R-DQ)

CS, A0～A2

PORT INPUT

D0～D7

ｔsu (A-W)

ｔw (W)

ｔh (W-A)

WR

ｔsu (DQ-W) ｔh (W-DQ)

CS, A0～A2

D0～D7

ｔpLH (W-PE) , ｔpHL (W-PE)
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外形図 
 

Package RENESAS Code Previous Code 
64pin LQFP PLQP0064KD-A 64P6X-B 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。 



 

 

 


